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〈 目 的 ＞ 高齢 者 は、 過 齢 に 伴 い 心 身 の 機 能 低 下 に 個 人 差 が 大 き く 健康 問 題 に お い て 種 々･の

問 題 を か か え て い る。 本 報 告 で は 高 齢 者 を 対 象 に、 日 常 生 活 と 食 物 形 態 が 栄 養 摂 取 量 に お

よぼ す 影 響 に つ い て 検 討 を 行 っ た。

＜方 法 ＞ 調 査 期 間 は、 平 成 ３ 年 ８ 月 よ り９ 月 の ２ ヵ 月 間。 対 象 者 は、 東 京 都 下 特 別 養 護老

人 ホ ー ム 入居 者 ９ 名 （A  ホ ー ム）、 養 護 老 人 ホ ー ム 入 居 者1     0 名 （K   ホ- ム ） で、 平 均 年

齢 は Ａ ホ ーム で8    1 ± ６ 歳、K ホ ー ム で7    4 ± ８ 歳 で あ る。 調 査 方 法　 ① 食 事 の 摂 取 量 は

各 対 象 者 に つ い て 配 膳 量 と 残 菜 量の 差 か ら 調 べ た。 ② 日 常 生 活 動 作（AOL), 基 礎 代 謝

を 医 用 ガ ス分 析 計H     G    - 3   6    0 で 分 析し た。（D 疾 病 状況、 血 液 生 化 学検 査を 実 施 し た。

＜ 結 果>     A ホ ー ム は、 Ｋ ホ ー ム に 比 べ 行 動 範 囲 が 狭 く、 身 体 活 動 量 が少 な い。 ま た、 身 体

活 動 量 の 少 な い 高 齢 者 は 食 事 の喫 食 率 が 低 く、 主 食 で7    3.2 ％ で あ っ た。　さ ら に 日 常 生 活

動 作 で 自 立し て い る 高 齢 者 で も 身 体 活 動 量 の 少 な い も の は、 副 食 の 喫 食 率 が 低 く6    2.8 ％

で あ っ た。 栄 養 摂 取 量 は、 エ ネル ギ ー Ａ ホ ー ム12    9   8 ±2    9   5   k   c   a   1、 Ｋ ホ ー ム1    5

51 ±333kcal で、 栄 養 素充 足 率 は、 八 ホ ー ムで たん 白 質、 脂質、 カ ル シ ウ ム、 鉄

が 不 足 し て い た。 ま た、HDL 一 コ レ ス テ ロ ール が 低 く 身 体 活動 量 の 違 い に よ る も の と 思

わ れ ろ。A ホ ー ムで は、 食 事 の 量の 改 善 と 身 体 活 動 を 高 め る 工 夫、 Ｋ ホ ー ム で は、 摂 取 エ

ネ ル ギ ー の 不 足 を 補 う 対 策 か 必 要で あ り、 機 能 低下 を 少 な く する た め、・ホ ー ムに おい て も

個 人 レ ベ ル に あ っ た 対 応 が 必 要で あ る。

C 56 オーストラリア在住日本人女性の食生活一脂肪摂取について一

愛知学泉大　○堀江和代　渡辺妙香　　名市女短大　堀江祥允

【目的】近年、海外で生活する日本人が増加しているなかで、世界一の長寿国となった日本人の食生活

が国際的に注目を集めている。私達は、海外在住日本人の栄養改善の一助とすること、また海外への日

本食普及の参考とするために、在豪日本人女性（在豪者）の食生活を調査し、ほぼ同年齢の名古屋在住

女性（在名者）との比較をおこなってきた1 ．このうち、在豪者のほうが摂取食品品目数が少なく、特

に主食が米の時その違いが大きいこと、さらに脂肪の摂取量およびそのエネルギー比が大きいことがわ

かった。今回は、在豪者の栄養摂取比率の高い夕食をとりあげ、主食に米を摂取した場合の脂肪摂取の

質的な面について考察した。

【方法1 調査対象者および調査方法の詳細は第42回本大会で報告したとうりである。栄養摂取量の算出

には四訂日本標準食品成分表、同フォロー アップに関する報告IIおよびMetric tables of coDposition

of Australian foods(1977｝を用いた。

l結果1 在豪者の夕食からのタンパク質、脂肪の摂取比率は在名者よりも高かった。在豪者の夕食で米

が主食である割合は60％|iで、在名者は90％弱であった。在豪者の夕食の主食が米の場合、脂肪の摂取

量｡は、主食が米でない場合よりも少なかったものの、在名者よりも多かった。摂取脂肪のうち、動物性

脂肪の占める割合は、在豪者が5   1 ％、在名者が5   5% と差はなっかたが、動物性脂肪のうち、魚類か

らの比はそれぞれ1   6 % 、4  1 ％であった。脂肪酸のＳ／Ｐ比はそれぞれ1:0.52 、1:0.85 であった=

在豪者は脂肪の過剰摂取に対する注意意識が高いのに、米食からなる夕食が、質的には日本型脂肪摂取

パターンになっていないことがわかった。
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